
皆さんのこの1年はどんな年でしたか。

生活改善闘争（４月）での昇給は０８年１

月まで繰り延べ、６月には住民税の大幅アッ

プが実施され、私たち従業員にとっては生

活を守るのに大変な年となりました。

「沖」から「ＯＫＩ」に社名表記が統一された今年

の「あすなろ」が選んだ重大ニュースです。
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沖
電
気
と
そ
の
関
連
の
会

社
で
働
く
人
々
が
「
安
心
し

て
人
間
ら
し
く
働
け
る
職
場
」

を
願
っ
て
創
ら
れ
た
「
会
」

で
す
。
非
正
規
の
人
な
ど
誰

で
も
入
会
で
き
ま
す
。
仕
事

や
会
社
や
生
活
の
こ
と
、
世

の
中
の
こ
と
を
一
緒
に
考
え

ま
せ
ん
か
。
少
し
で
も
良
く

な
る
よ
う
に
、
明
る
い
明
日

に
な
る
よ
う
に
と
、
会
紙
名

は
「
あ
す
な
ろ
」

一
九
八
六
年
八
月
か
ら
発
行
。

略
称
は
「
Ｏ
Ａ
Ｋ
」
で
す
。

師
走
の
冷
た
い
北

風
が
吹
く
よ
う
に
な

り
、
気
ぜ
わ
し
い
日
々

に
な
り
ま
し
た
。
二

〇
〇
七
年
、
今
年
も
も
う
す
ぐ
終

わ
り
で
す
▼
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー

ク
ル
で
知
り
合
っ
た
人
が
、
い
ま
、

と
て
も
心
配
で
す
。
派
遣
社
員
と

し
て
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
会
社

の
寮
を
出
さ
れ
て
、
今
ど
こ
に
い

る
の
か
。
た
ず
ね
て
き
て
く
れ
た

と
き
は
実
情
を
知
ら
ず
、
た
と
え

相
談
さ
れ
て
も
、
私
の
生
活
も
金

銭
的
な
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。
以

前
、
同
じ
職
場
で
派
遣
社
員
と
し

て
働
い
て
い
た
人
が
「
健
康
保
険

も
な
く
、
腰
痛
が
ひ
ど
い
が
、
病

院
に
も
い
け
な
い
」
と
悩
ん
で
い

ま
し
た
が
、
悩
み
を
派
遣
社
員
同

士
で
語
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
し

た
▼
十
一
月
十
二
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

番
組
で
「
派
遣
社
員
一
〇
〇
〇
人

に
聞
く
」
を
放
送
し
ま
し
た
が
、

派
遣
を
漢
字
一
文
字
で
表
す
と
ど

ん
な
字
か
、
と
い
う
質
問
に
一
位

は
『
忍
』
。
派
遣
に
未
来
は
あ
る

か
、
に
は
、『
未
来
は
な
い
』
が

一
〇
〇
〇
人
中
五
九
六
人
▼
し
か

し
、
今
年
は
勇
気
を
も
ら
う
、
元

気
な
話
題
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

「
茶
髪
」
を
理
由
に
ア
ル
バ
イ
ト

を
首
に
な
り
そ
う
だ
っ
た
十
六
歳

の
女
性
が
首
都
圏
ユ
ニ
オ
ン
に
加

入
し
て
雇
用
を
継
続
さ
せ
た
り
、

青
年
た
ち
が
直
接
雇
用
を
求
め
て

組
合
を
結
成
し
た
り
▼
マ
ッ
ス
ル

（
筋
肉
）
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
青
年

た
ち
は
一
方
的
な
賃
金
カ
ッ
ト
や

不
安
定
な
雇
用
、
無
権
利
状
態
を

改
善
し
た
い
と
四
月
に
労
慟
組
合

を
結
成
。
十
二
月
に
は
労
働
条
件

の
大
幅
な
改
善
な
ど
を
勝
ち
取
っ

て
和
解
し
ま
し
た
。「
み
ん
な
の

た
め
に
何
と
か
し
た
い
」
と
企
業

に
立
ち
向
か
う
青
年
た
ち
は
、
輝

い
て
い
て
頼
も
し
い
か
ぎ
り
で

す
。

（
ま
）

「
沖
電
気
の
職
場
を

明
る
く
す
る
会
」
と
はは

２００７年年年年

あすなろ年末カンパにご協力お願いします。

電
機
の
職
場
で

急
増
す
る

長
期
療
養
者

沖
電
気
は
、
人
員
削

減
の
影
響
で
、
総
労
働

時
間
短
縮
な
ど
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は

改
善
し
て
い
ま
せ
ん
。

Ｎ
Ｇ
Ｎ
（
次
世
代
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
関
係
職
場

で
は
長
時
間
労
働
が

続
き
、
過
労
死
ラ
イ

ン
と
い
わ
れ
る
月
八

〇
時
間
の
特
例
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
組
ま
れ

る
な
ど
、
健
康
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。

沖
電
気
で
は
長
期

休
業
者
が
一
％
を
超

え
て
い
ま
す
。

〇
六
年
比
率一
・
三
％

従
業
員
五
四
九
六
人

長
期
療
養
者
七
〇
人

Ｎ
Ｅ
Ｃ(

〇
・
七
％
）

日
立
（
〇
・
六
％
）

と
比
較
し
て
も
多
く
、

さ
ら
に
在
職
死
亡
者

も
増
え
て
、
〇
六
年

度
は
二
〇
人
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
Ｏ
Ａ
Ｋ
調
査
）

繰
り
返
さ
れ
る

人
員
削
減

篠
塚
社
長
は
「
中
期

計
画
で
〇
八
年
三
月

に
は
黒
字
化
を
目
指

し
て
Ｖ
字
回
復
す
る
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

そ
の
計
画
は
一
二

〇
〇
人
の
職
場
移
動

と
五
〇
〇
人
の
人
員

削
減
が
中
心
に
な
っ
て

お
り
、
犠
牲
に
な
る
の

は
い
つ
も
従
業
員
。
経

営
者
の
責
任
は
ど
こ
へ

行
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

従
業
員
の

生
活
は
悪
化

従
業
員
の
賃
上
げ
は
抑

制
さ
れ
、
今
年
度
の
昇
給

は
九
ヶ
月
間
の
凍
結
。
さ

ら
に
六
月
の
住
民
税
の
ア
ッ

プ
で
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与

は
九
年
連
続
し
て
減
少
。

定
率
減
税
の
廃
止
、
保
険

料
の
値
上
げ
な
ど
で
生
活

は
悪
化
、
貧
富
の
差
も
拡

大
し
て
い
ま
す
。

従
業
員
へ
再
建
協
力
金

の
返
済
は
な
く

役
員
報
酬
は
ア
ッ
プ

二
〇
〇
二
年
実
施
の
再

建
協
力
金
カ
ッ
ト
分
の
返

済
は
い
ま
だ
に
な
し
。
な

の
に
役
員
報
酬
は
二
年
間

で
十
四
％
ア
ッ
プ
し
て
一

人
当
た
り
三
五
一
八
万
円

に
。
こ
れ
で
は
従
業
員
か

ら
不
満
の
声
が
出
る
の
も

当
た
り
前
で
す
。

沖電気システムセンタ０７年１１月２０日２３時すぎ

「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」

優
秀
賞
を
受
賞

沖
デ
ジ
タ
ル
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
事
業
会
社
）
が

世
界
初
の
異
種
材
料
間
の
薄

膜
接
合
技
術
「
エ
ピ
フ
ィ
ル

ム
ボ
ン
デ
ン
グ
技
術
」
実
用

化
で
第
二
回
も
の
づ
く
り
日

本
大
賞
優
秀
賞
を
受
賞
。

ま
た
、
第
５
回
新
機
械
振

興
賞
「
経
済
産
業
大
臣
賞
」

な
ど
も
受
賞
。

非
正
規
社
員

労
働
条
件
改
善
の

運
動
が
始
ま
る

非
正
規
で
働
く
人
が
全
体

の
３
分
の
一
に
な
り

社
会

的
な
声
も
あ
っ
て
、
労
働
条

件
を
改
善
す
る
た
め
の
政
策

や
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

沖
電
気
で
も
直
接
雇
用
さ
れ

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

沖
の
Ｆ
Ｓ
Ｅ

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

沖
電
気
の
開
発
し
た
顔
画
像

処
理
ミ
ド
ル
ウ
エ
ア
Ｆ
Ｓ
Ｅ
が
、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
・

オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー2
0
0
7

で
グ

ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ジ
ェ
イ
マ
ジ
ッ
ク
の
「
顔
ち
ぇ

き
！
」
に
採
用
さ
れ
、
携
帯
カ

メ
ラ
で
撮
っ
た
写
真
を
メ
ー
ル

で
送
る
と
有
名
人
の
誰
に
似
て

い
る
か
が
分
か
る
と
い
う
の
で
、

今
、
大
ブ
レ
ー
ク
中
。
さ
ら
に
、

ニ
ン
テ
ン
ド
ー
の
「
大
人
の
Ｄ

Ｓ
顔
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
や
端
末

へ
の
認
証
、
顔
認
識
オ
ー
ト
フ
ォ
ー

カ
ス
な
ど
、
多
彩
な
応
用
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
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喫喫喫
煙
コ
ー
ナ
ー
の

臭
い
何
と
か
し
て
ほ
し
い

【
沖
電
気
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
・
蕨
】

新
棟
の
各
フ
ロ
ア
ー
に
設

けけ
ら
れ
て
い
る
喫
煙
ル
ー
ム
。

フ
ロ
ア
ー
に
よ
っ
て
差
は
あ

る
よ
う
で
す
が
、
臭
い
が
気

に
な
り
ま
す
。
特
に
喫
煙
者

がが
集
中
す
る
時
間
帯
は
付
近

の
廊
下
や
ト
イ
レ
の
中
ま
で

悪悪

臭

が

す

る

そ

う

で

す

。

「
臭
い
が
嫌
で
遠
く
の
ト
イ

レ
ま
で
行
っ
て
い
る
」
「
洋

服服
ま
で
臭
い
が
つ
く
よ
う
だ
」

なな
ど
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

すす
。
新
棟
が
建
っ
て
か
ら
数

年年
で
す
が
喫
煙
ル
ー
ム
付
近

の
壁
や
天
井
が
ヤ
ニ
で
黄
ば

んん
で
い
ま
す
。
何
と
か
な
ら

なな
い
の
で
し
ょ
う
か
。

沖
電
気
Ｏ
Ｂ
が

大
活
躍
で
す
！

【
群
馬
・
富
岡
】

富
岡
工
場
を
退
職
し
た
Ａ

ささ
ん
が
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

をを
し
て
い
る
と
い
う
の
で
、

富富
岡
製
糸
場
の
見
学
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
世
界
遺
産
に

登登
録
さ
れ
る
前
の
「
暫
定
リ

ス
ト
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る

「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺

産産
群
」
が
正
式
名
称
で
す
。

Ａ
さ
ん
の
解
説
は
非
常
に

分分
か
り
易
く
、
施
設
に
関
す

る
数
字
や
年
代
が
“
立
て
板

に
水
”
の
ご
と
く
す
ら
す
ら

出出
て
く
る
の
に
は
驚
き
ま
し

たた
。
ま
た
、
当
時
の
時
代
背

景景景
や
逸
話
を
交
え
な
が
ら
の

解解解
説
は
、
相
当
勉
強
し
な
け

れれ
ば
出
来
な
い
内
容
で
感
心

ささ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
声
に
ハ

リリ
が
あ
り
、
は
つ
ら
つ
と
し

たた
話
し
ぶ
り
の
Ａ
さ
ん
の
案

内内内
は
な
か
な
か
好
評
な
様
で
、

まま
す
ま
す
頑
張
っ
て
も
ら
い

たた
い
と
思
い
ま
す
。

今
、
日
本
で
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
る
の
は
一
四

件
。
沖
電
気
の
社
史
を
語
る

に
は
欠
か
せ
な
い
富
岡
工
場

の
あ
る
地
で
、
日
本
の
近
代

産
業
を
支
え
た
富
岡
製
糸
場

が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

昼
礼
発
言
は
持
ち
回
り

【
八
王
子
】

「
明
日
の
発
言
者
は
○
○

さ
ん
お
願
い
し
ま
す
」
と
間

接
部
門
の
あ
る
職
場
で
は
毎

日
の
“
昼
礼
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
”

で
派
遣
社
員
も
含
め
て
全
員

が
順
番
に
「
話
し
ま
す
」
。

各
人
に
廻
っ
て
く
る
頻
度
は

三
週
間
に
一
度
程
度
。

仕
事
に
関
す
る
こ
と
や
趣

味
、
健
康
問
題
な
ど
話
す
内

容
は
各
人
に
ま
か
さ
れ
て
お

り
、
自
由
で
す
。
発
言
者
の

人
柄
も
伝
わ
り
チ
ー
ム
内
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
も

円
滑
に
し
て
お
り
、
「
あ
の

話
は
役
立
っ
た
、
早
々
取
り

入
れ
よ
う
」
な
ど
お
お
む
ね

好
評
で
す
。

来
年
は
土
曜
休
み
が

取

れ

な

い

か

も

【
沖
エ
ア
フ
ォ
ル
ク
・
福
島
】

沖
エ
ア
フ
ォ
ル
ク
（
Ｏ
Ｅ

Ｆ)

で
は
、
一
年
前
「
ペ
イ
し

な
い
（
採
算
が
取
れ
な
い
）

仕
事
は
し
な
い
」
と
し
て
、

パ
ー
ト
さ
ん
の
首
を
切
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
今
年
度
の

下
半
期
に
入
り
、
仕
事
が
薄

く
な
り
ま
し
た
。
「
ペ
イ
すす

る
物
だ
け
を
受
注
す
る
な
ん

て
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
は
、、、、、、

営
業
活
動
の
イ
ロ
ハ
」
と
い

う
批
判
も
あ
り
ま
す
が
…
。

Ｏ
Ｅ
Ｆ
で
は
四
年
前
に
、

月
一
回
の
土
曜
休
日
を
「
返返

上
」
す
る
こ
と
を
労
使
で
協協協

定
し
ま
し
た
。
現
在
も
継
続続続

中
で
す
。
関
連
の
エ
ー
ル
テ
ッ

ク
ス
は
更
に
、
月
一
日
土
曜曜曜

休
日
が
削
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
削
ら
れ
た
土
曜
休
日
が
、、、、、、

ぜ
～
ん
ぶ
休
み
に
！

来
年
に
な
る
と
大
き
い
仕仕仕

事
が
入
っ
て
く
る
予
定
で
、

土
曜
休
日
は
な
し
！
「
変
形形

労
働
時
間
」
の
典
型
で
す
が
、、、、、、

み
な
さ
ん
ど
う
思
い
ま
す
？

枯
れ
葉
の
つ
も
る
工
場

【
本
庄
】

紅
葉
も
終
わ
り
、
グ
ラ
ウウ

ン
ド
の
ベ
ン
チ
周
辺
に
は
枯枯枯

葉
が
吹
き
溜
ま
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。
例
年
な
ら
Ｏ
Ｄ
Ｋ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
掻
き
集
め

ら
れ
、
袋
詰
に
さ
れ
有
機
農農農

法
に
利
用
す
る
た
め
も
ら
っ

て
い
く
人
も
。

今
年
は
昼
休
み
に
、
落
ちち

葉
を
掻
き
分
け
て
ベ
ン
チ
にに

腰
掛
け
る
姿
が
見
う
け
ら
れれ

ま
す
。
工
場
の
掃
除
予
算
もも

削

ら

れ

て

い

る

の

で

は

。

「
会
社
の
役
員
報
酬
か
ら
、

掃
除
の
予
算
を
回
し
て
も
ら
っ

て
は
」
の
声
も
。

《
編
集
後
記
》

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行行行

が
早
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。。。。。。

ど
う
ぞ
、
健
康
で
明
る
い
新新新

年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

★ 来 年 も あ す な ろ を よ ろ し く お 願 い し ま す ★ ２００７年１２月 第２３０号

《
沖
電
気
を
考
え
る
》
③

急
増
す
る
海
外
従
業
員

単
独
を
超
え
て
約
７
０
０
０
人

二
〇
一
一
年
に
、
海
外
売
上
高

比
率
五
割
を
目
指
す
沖
電
気
は
、

比
率
が
過
去
七
年
間
で
十
二
％
増

加
し
て
三
六
・
二
％
に
な
っ
た
。

従
業
員
比
率
で
は
、
三
二
・
六
％
。

国
内
の
雇
用
が
激
減

空
洞
化
進
む

七
年
間
で
、
国
内
は
沖
電
気
単

独
で
は
約
三
〇
〇
〇
人
減
り
、
〇

七
年
三
月
期
に
は
五
五
七
九
人
。

全
体
で
は
約
六
〇
〇
〇
人
減
少
し

て
、
一
万
四
四
〇
五
人
と
な
っ
た
。

海
外
進
出
の
対
策
な
し
で
は
、

国
内
の
雇
用
は
守
れ
な
い
。

生
活
を
圧
迫
す
る

く
ら
し
関
連
制
度
の
変
更

今
年
四
月
、
国
民
年
金
の
保
険

料
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
生
活
保

護
で
は
母
子
加
算
が
廃
止
・
縮

小
さ
れ
ま
し
た
。
厚
生
年
金
は

九
四
年
四
月
か
ら
毎
年
引
き
上

げ
ら
れ
、
二
〇
一
七
年
ま
で
の

負
担
増
の
総
額
は
平
均
で
一
人

当
た
り
百
万
円
を
超
え
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
九
月

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

離
婚
し
た
夫
婦
を
対
象
に
婚

姻
期
間
中
に
収
め
た
年
金
の
報

酬
比
例
分
を
分
割
で
き
る
制
度

も
始
ま
り
ま
し
た
。

来
春
は
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
を
導
入

〇
八
年
四
月
か
ら
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
が
導
入
さ
れ
ま

す
が
、
こ
れ
は
ま
る
で
「
長
生

き
は
悪
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ

う
な
制
度
で
す
。

後
期
高
齢
者
と
は
七
五
歳
以
上

の
人
で
す
が
そ
れ
ま
で
加
入
し

て
い
た
国
民
保
険
や
健
康
保
険

を
脱
退
さ
せ
ら
れ
「
後
期
高
齢

者
だ
け
の
医
療
保
険
」
に
組
み

入
れ
ら
れ
ま
す
。
今
ま
で
扶
養

家
族
に
な
っ
て
い
て
保
険
料
を

払
っ
て
い
な
か
っ
た
人
も
負
担
。

六
五
歳
か
ら
七
四
歳
ま
で
の
寝

た
き
り
の
方
、
障
害
認
定
を
受

け
て
い
る
方
も
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
滞
納
し
た
人
か
ら
は
保
険
証

を
取
り
上
げ
る
な
ど
お
年
寄
り

が
病
院
へ
行
け
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
「
七
〇
歳
か
ら
七

四
歳
の
窓
口
負
担
が
一
割
か
ら

二
割
に
」
な
ど
の
国
民
の
負
担

増
に
つ
な
が
る
政
策
は
、
政
府

も
さ
す
が
に｢

凍
結
」
す
る
と
い

う
方
針
を
出
し
ま
し
た
。

０７年4月からの変更内容の一部

・国民年金保険料引き上げ（２４０円増）

月額１万３８６０円→１万４１００円

・厚生年金の保険料は毎年値上げ

・生活保護の母子加算の廃止・縮小 など

子(１６から１８歳）

月額７７５０円→０円（１級地）

子１５歳未満

２万３２６０円→１万５５１０円 （同）

「
生
活
の
知
恵
」

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

新
薬
が
一
定
期
間
を
経
る

と
特
許
期
限
が
切
れ
て
、
他

の
製
薬
会
社
も
、
同
じ
成
分
、

同
じ
効
果
で
安
い
価
格
の
薬

（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）

と
し
て
製
造
で
き
ま
す
。

〇
六
年
四
月
か
ら
医
師
の

処
方
箋
時
の
患
者
の
申
し
出

で
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
厚

生
労
働
省
の
調
べ
で
は
普
及

は
約
二
％
。
糖
尿
病
や
高
血

圧
な
ど
で
は
二
割
か
ら
四
割

も
安
く
な
る
と
言
わ
れ
る
。

日
本
の
薬
剤
費
は
年
間
・
約

六
兆
円
。
医
師
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
得
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
で
、
医
療
費
を
減
ら

す
こ
と
も
必
要
で
す
。


